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経済財政運営と改革の基本方針 2021（抄） 
（令和３年６月 18 日閣議決定） 

 
第１章 新型コロナウイルス感染症の克服とポストコロナの経済社会のビジョン 
 
４．感染症の克服と経済の好循環に向けた取組 
（２）経済好循環の加速・拡大 

（略） 
雇用と生活への支援として、雇用調整助成金の特例措置等については、引き続き、感染が

拡大している地域・特に業況が厳しい企業に配慮しつつ、雇用情勢を見極めながら段階的に
縮減していく一方で、在籍型出向を通じた雇用確保を支援する助成の活用促進やマッチン
グ支援の強化、感染症の影響による離職者のトライアル雇用への助成等によるグリーン・デ
ジタル、介護・障害福祉等の成長分野や人手不足分野への円滑な労働移動や、セーフティネ
ットとしての求職者向けの支援、働きながら学べる環境の整備、リカレント教育等の人的投
資支援を強力に推進する。 

（略） 
 
 
第２章 次なる時代をリードする新たな成長の源泉 

～４つの原動力と基盤づくり～ 
 
２．官民挙げたデジタル化の加速 
（１）デジタル・ガバメントの確立  

（略） 
オンライン化されていない行政手続の大部分を、５年以内にできるものから速やかにオ

ンライン化し、オンライン化済のものは利用率を大胆に引き上げる。 
 
５．４つの原動力を支える基盤づくり 
（４）セーフティネット強化、孤独・孤立対策等 
（共助・共生社会づくり）    

地域共生社会の実現に向け、重層的支援体制整備事業など市町村における包括的支援体
制の構築を進める。 

（略） 
 「認知症施策推進大綱」1に基づく施策を実施するとともに、成年後見制度の利用を促進
する。ヤングケアラーについて、早期発見・把握、相談支援など支援策の推進、社会的認知

                                                      
1 令和元年６月 18 日認知症施策推進関係閣僚会議決定。 
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度の向上などに取り組む。性的指向、性自認に関する正しい理解を促進するとともに、社会
全体が多様性を受け入れる環境づくりを進める。 

医療的ケア児を含む障害児に対する支援や障害者の就労支援、難聴対策等を着実に推進
する。 
 （略） 
 
 

第３章 感染症で顕在化した課題等を克服する経済・財政一体改革 
 
２．社会保障改革       
（１）感染症を機に進める新たな仕組みの構築 

（略） 
全身との関連性を含む口腔の健康の重要性に係るエビデンスの国民への適切な情報提供、

生涯を通じた切れ目のない歯科健診、オーラルフレイル対策・疾病の重症化予防にもつなが
る歯科医師、歯科衛生士による歯科口腔保健の充実、歯科医療専門職間、医科歯科、介護、
障害福祉機関等との連携を推進し、歯科衛生士・歯科技工士の人材確保、飛沫感染等の防止
を含め歯科保健医療提供体制の構築と強化に取り組む。今後、要介護高齢者等の受診困難者
の増加を視野に入れた歯科におけるＩＣＴの活用を推進する。 

また、感染症による不安やうつ等も含めたメンタルヘルスへの対応を推進する。 
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